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The Outreach Activity about Space Development Using Free Magazine, Web, 
SNS and Workshop etc.
~To Get Junior and Senior High School Students Interested in Universe~
Miku SHIMAMURA 1, 2 ), Ryosuke BABA 1, 3) , Kosuke SHOJI 1,  4 )
 
Abstract
　宇宙広報団体TELSTARは2013年に設立され、今年2020年で設立8年目を迎える学生団体だ。主な活
動は宇宙フリーマガジン「TELSTAR」の制作や SNSを通した宇宙情報の発信、宇宙に関するイベントの企
画・運営を行っている。これらの活動を通し、宇宙への興味を 0から 1にするという目標のもと、宇宙教
育の一端を担っていると自負している。今回はその活動及び今後の展望について述べたい。
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　TELSTARは「宇宙産業を日本の基幹産業にする」
を理念として掲げている。この大きな理念の実現の
ために私たち大学生だからこそ出来る事を模索して
きた。宇宙産業を活性化するためには宇宙に関わら
ずとも宇宙産業への支援や報道等、関心を高めるこ
とが必要だ。そのために理解度も高く、将来の進路
選択のため様々な分野に関心を抱く中高生を対象と
している。理念達成の第一歩として、「中高生の宇宙
への興味を 0から 1へ」を目標とし活動している。
宇宙への開拓には分野を問わない現在、文系理系
は宇宙という空間において時代遅れのようだ。しか
し学校教育で「宇宙」を教わるのは、決まって地学や
物理といった理科の教科。テレビでは宇宙といえ
ば、中高生にはJAXAやNASAといった難しい技術
情報ばかり。中高生たちが宇宙の様々な情報を得ら
れる機会が乏しいのだ。経済的な自由度を横軸に敷
居を縦軸にとった表を示す。小学生や大学生に比
べ、中高生が紙メディアや WEB メディアといった
比較的身近にある媒体で、宇宙情報に触れる機会が
少ないことが読み取れる。中高生に「宇宙は理系に
しか無理だ。」「難しい。」といった偏った印象を抱か
れても仕方がないだろう。このような現状を打破す
べく TELSTAR は、身近な場所で目にし、手に取れ
るフリーマガジンの発行やWEBや SNS を通じて、
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中高生に宇宙情報を発信している。
　年に 3 回程度 12,000 部を全国の学校や科学館に
配布している。「宇宙への興味を0から１へ」の実現
のため、フリーマガジンでは以下の 2点を重視して
いる。
　中高生に宇宙への興味を持ってもらうために、ま
ず身近に感じてもらうことを考えている。
読者の身近に感じるものは、人それぞれだ。歴史が
好き、物語が好き、写真が好き…。読者のそんな好
きと宇宙は意外にもつながっているかもしれない。
そんな新たな発見によって宇宙にも関心をもっても
らいたい。そのため、“宇宙 ○○”をコンセプトに、
宇宙と様々な分野との融合を幅広い視点で伝える冊
子を制作している。図１、図２では、スマホを使っ
て星空を撮影する方法の紹介企画や、神話をスタイ
リッシュなイラストとともに紹介する企画を並べ
た。
　私達は宇宙に関して WEB 検索をすることもない
興味が0ベースの人たちに興味をもってもらうこと
を最大の目的としている。そのために、手に取って
もらい次のページをめくりたくなる冊子を目指し、
デザイン性を大切にしている。美術大学にてデザイ
ンを専攻している学生や、紙面のデザインに興味が
ある団体メンバーと協力し、文章量も含め、読みや
すい冊子の制作に注力している。
　TELSTARではイベントの企画運営を行っている。
宇宙関連イベントの出展依頼を受けたり、応募して
ブースを出したりしている。高校への出張授業
TELSTAR SCHOOLも企画予定だ。また、イベント
の企画運営を主な活動とする TELSTAR 関西支部で
は毎年京都の嵐山にて行われる宙フェスへのブース
出展などを行っている。
　紙という媒体を通してだけでなく、イベントでは
直接参加者に宇宙の魅力を伝えている。
　中高生にとって最も身近な存在となった SNS。
TELSTAR では中高生に宇宙情報に触れる機会を増
やしてもらうことを目的として Twitter、Facebook
や Instagram で、定期的に宇宙情報を発信してい
る。現在 Twitter は 7000 人以上のフォロワーを獲
119
　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　
Research on Space Education  Vol. 1
得。中高生の間で流行しているInstagramではデザ
イン性を活かし、“映え”となる投稿を企画している。
　TELSTAR CLUB は、宇宙好きの中高生がその興
味をお互い共有できる場所を作り、さらに学びを深
めてもらうことを目的として、０から１のその先に
焦点を当てた活動だ。参加する中高生は宇宙関連機
関や企業へメンバーと一緒に見学、取材を行ってい
る。
　紙媒体では配布数に限界がある。そこでより多く
の中高生にテルスターを届けるための導入したの
が、宇宙フリーマガジン「TELSTAR」の電子書籍化
だ。
　2018 年 11月より実行されているが、どれくらい
の人にリーチしているか分析ができていない。冊子
に比べデータとして読者の動向を分析しやすいた
め、今後活用していきたい。
WEB・SNS による情報発信対象は、既に宇宙に関
心を持つ方が想定される。彼らの宇宙への興味を持
続してもらうために、「0から 1」の先にある学びを
支える宇宙情報を如何に発信するかが だと考え
る。WEB では冊子で紹介しきれない専門性や深み
のあるコンテンツを提供していく。また SNS では、
とりわけ写真や動画の投稿・閲覧に特化している
Instagram で、フリーマガジンと同様デザインを重
視したコンテンツを提供していく。
以上の媒体を用いた情報発信に注力することで、
宇宙に興味がある人たちの芽を育てていく所存であ
る。
　これまで中高生に宇宙の魅力を伝えきたが、今後
フリーマガジンや WEB メディアによる広報につい
て、それぞれどのような利点・欠点があるのか、どの
ように広報することが中高生に対して最適か検討し
ていく必要がある。
　今後日本の宇宙開発が持続的に発展して行くため
には、宇宙に関わる人材が必要不可欠という見解は
変わらない。宇宙に関わる人材を増やしていくた
め、宇宙教育という視点を持ち、今後もより発展的
な活動行っていく。
　私たちの活動は多くの企業や研究者、中学校・高
校の先生方、科学館の方、一口宇宙飛行士の方、、宇
宙教育セミナーで交流していただいた方、みなさま
のご支援により成り立っております。ご協力いただ
いているすべての方々にこの場を借りてお礼申し上
げます。
　この度は最後まで読んでいただき誠にありがとう
ございます。
　様々な手段で情報発信をしている弊団体のメディ
ア及び情報発信手段がみなさまの宇宙教育活動の少
しでもお役に立てれば幸いです。
何かご質問・ご意見等ございましたら、
にspace.freemgz@gmail.com ご連絡ください。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
　　（2020 年５月2 日受付、2020 年５月 18日受理）  
